
 

   

 

PRESS RELEASE 

2026 年 8 月 27 日 

株式会社 FIXER 

東京メトロポリタンテレビジョン株式会社 

        

 

株式会社 FIXER（本社：東京都港区、代表取締役社⻑：松岡 清⼀、以下 FIXER）と東京メ

トロポリタンテレビジョン株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社⻑：佐藤 真紀、

以下 TOKYO MX）は、テレビ番組およびテレビ CM の考査業務を支援する AI 考査システ

ム「GaiXer Review Agent（ガイザー レビュー エージェント）」を共同開発いたしました。 

 

 

本システムは、テレビ番組およびテレビ CM の映像・音声・台本・絵コンテなどから、放送

基準や関係法令への適合性を AI が判定・提示する画期的なシステムです。このシステムの

画期的な点は、⻑尺番組（いわゆる 30 分以上の通販番組、⼀般番組、アニメ番組等）の動

【業界初の本格開発・長尺番組（30 分以上）も可能に】 

テレビ番組・テレビ CM を考査基準に基づき自動判定 

AI 考査システム「GaiXer Review Agent」を 

TOKYO MX と FIXER が共同開発 

〜業務効率化と判断の標準化を一挙解決する革新的システム すでに複数テレビ局

で導入検討スタート〜 



 

   

 

画素材においても AI 考査が可能になったことです。 

TOKYO MX が放送現場で⻑年培ってきた「考査の知見」と、FIXER の「先進 AI 技術」を

掛け合わせることで開発が実現しました。 

これまで、考査担当者の経験に依存していた業務の「標準化」と、過密化するチェック業務

の「効率化」が可能になります。 

TOKYO MX ではすでに本格導入し、システムと考査担当者によるダブルチェック体制で

運用しています。 

このたび、外部提供に向けたサービス展開を開始しています。なお、本システムは特許出願

中です。 

 

 

＜システム画面イメージ＞ 

 

 

■開発の背景：考査業務の効率化のニーズ 

テレビ放送においては、放送法や日本民間放送連盟の放送基準、景品表示法などの関連法

令を遵守するため、放送前に、それらに抵触していないかを確認する「考査」が行われて

います。 

しかし、チェックすべき項目が年々増加し、漏れリスクが増大する⼀方、短納期での対応

が求められるため、現場の業務負荷は慢性的に高まっています。また、経験に依存する判



 

   

 

断も多く、担当者の異動や退職時のノウハウ継承が困難であるという課題を抱えていまし

た。 

 

■TOKYO MX の知見や経験が反映された本システムの強みと導入効果 

本システムでは、TOKYO MX が過去に蓄積してきた膨大な考査知見や放送基準、関係法

令を反映しています。担当者による判定のばらつきをなくし、⼀定の基準に基づいた⼀次

判定を提示することで判断のブレを防止します。TOKYO MX ではシステムと並行して考

査担当者が考査素材を独自に見ることで、システム回答にのみ依存することなく、最終判

定しています。 

これにより、実際の考査業務において大幅な処理量の向上と時間短縮を実現しました。具

体的には、従来は熟練担当者でも 1 本あたり５時間程度かかっていた「30 分通販番組」の

考査にかかる時間がこのシステムを使うことで１本あたり約２時間程度へと大幅に短縮し

た（システムだけでは約１０分弱で完了）ほか、「アニメの絵コンテとシナリオ（１０～

12 話分）」のチェックにかかる日数も従来の２～３日間からわずか数時間へと短縮されて

います。 

 

■「GaiXer Review Agent」の主な機能 

【放送局ごとにカスタマイズ可能な AI 判定】 

・法律やガイドラインだけでなく、放送局独自の内規や採用している法令、業界ルール等

を AI に適用し、運用するテレビ局ごとにカスタマイズすることが可能です。  

・通販番組等における「医薬品」「化粧品」などのカテゴリー別基準や、表現規定の洗い

出しにも対応し、各社の考査の質を担保します。  

・抵触している度合いを 3 段階（重大・中程度・軽微）に分けて解析します。 

【動画から絵コンテ・台本まで、多様な素材をマルチ解析】 

・動画だけでなく、放送台本や絵コンテ、WEB サイトの解析にも対応しています。  

【タイムライン連動と PDF 回答書の自動生成による効率化】 

・映像・音声・テロップを横断チェックし、問題のあるシーンの時間位置（タイムスタン

プ）と重要度（重大・中程度・軽微）を自動で特定します。 

・指摘箇所と根拠をまとめた回答書を PDF 形式で自動生成するため、手打ちによる作成

の手間を大幅に削減します。 



 

   

 

【AI との対話で疑問を解決する「チャット機能」】 

・レポート結果について、チャット形式で AI に深掘り質問を行うことが可能です。  

・法的にリスクのある表現に対して、AI が代替表現や修正案を提案し、考査業務をサポー

トします。  

 

＜チャット機能画面イメージ＞   

 

【サブリミナル検出・赤色点滅チェック機能】 

・⼀瞬の映像挿入（サブリミナル）や、光感受性発作を誘発する恐れのある赤色点滅の自

動検出にも対応しています。  

【放送前コンテンツを守る「データ非保持設計」】 

・放送前の解析した動画・台本・絵コンテ・Web サイトなどの情報は、レポート生成完了

後にクラウド上から自動削除されます。（解析したレポートはシステムに残ります） 

データを残さないことで、漏洩リスクを最小化する安全な設計です。 

 

■今後の展望：各テレビ局での導入検討がスタート 

本システムは、すでに複数のテレビ局において導入に向けた具体的な検討が始まっており

ます。TOKYO MX および FIXER は、自社内での運用にとどまらず広くシステム提供を積

極的に進めてまいります。 



 

   

 

 

■ 各社コメント   

株式会社 FIXER 映像領域 責任者 大隅 良太郎       

TOKYO MX 様より、考査業務における効率化が現場の⻑年の課題であると伺い、その解

決に向けて共にシステム開発に取り組んできました。放送現場の厳しい基準やノウハウを

AI に落とし込む作業は決して簡単なものではありませんでしたが、TOKYO MX 様との対

話を重ねながら、⼀つひとつの判定基準をすり合わせ、開発を進めてきました。考査業務

の大幅な効率化という形で成果を実感していただけたことを、大変嬉しく思っておりま

す。今後も、今回の協業を通じて得た知見を活かし、より多くの放送局の現場に貢献でき

るサービスへと育てていきたいと考えています。 

 

TOKYO MX 編成局考査部⻑ 德島 悠木 

このシステムは、放送局の知見をフルに活用したという点で放送局の考査の現場に寄り添

っていて使いやすいということ、動画素材だけではなく絵コンテや台本・WEB サイトも

考査対象であること、そして、放送局ごとにカスタマイズできる点が大変画期的であると

思います。実際に TOKYO MX では考査の大幅な省力化を実現しました。また、人手をか

けずに考査できるので、その分人員の足りない部署に配置できることも可能と考えます。

それはモノづくりの会社である放送局にとって、今後を左右する大きなシステムに成り得

ると確信しています。 

 

 

 

■ 株式会社 FIXER について 

FIXER は 2009 年に創業し、Microsoft Azure の国内展開初期から、企業・官公庁・自治体

のエンタープライズシステムを中心に、クラウドを活用した IT 基盤の構築と高度化を支

援してきました。日本におけるクラウド活用の黎明期から、多数の基幹システムをプライ

ムで手掛け、社会インフラのデジタル化を支えてきた実績を有しています。 

近年は、生成 AI を生産性向上の中核技術と位置付け、自社開発の生成 AI サービス

「GaiXer（ガイザー）」を展開しています。さらに、セキュリティや運用要件に応じた選

択肢として、組織の閉域ネットワーク内で完結するオンプレミス型生成 AI「Sovereign 

GaiXer（ソブリン ガイザー）」の提供を開始しました。 



 

   

 

FIXER は、クラウドからオンプレミスまでを含む柔軟な構成により、さまざまな現場で生

成 AI を実務に活用できる環境を提供しています。テクノロジーによって業務の負荷を軽

減し、人が本来注力すべき価値創出に集中できる社会の実現を目指しています。 

 

会社名：株式会社 FIXER 

代表者：代表取締役社⻑ 松岡 清⼀ 

所在地：東京都港区芝浦 1-2-3 シーバンス S 館 最上階 

Web サイト：https://fixer.co.jp/ 

 

 

■ 東京メトロポリタンテレビジョン株式会社（TOKYO MX）について 

TOKYO MX は 1995 年 11 月 1 日に開局した、東京エリアを放送対象地域とする地上波放

送局です。「9ch」の地上デジタル放送を通じ、地域に密着したニュースからバラエティまで、

独自の編成で多彩なコンテンツを提供しています。 

特にアニメーション番組や、人気コミックを原作とした実写ドラマ制作においては、視聴者

から「MX ならでは」の尖った編成として信頼を寄せられています。 

2025 年 11 月に開局 30 周年を迎え、東京のクリエイティビティを世界へ繋ぐ架け橋となる

べく、デジタル展開やイベント事業をさらに加速。これからも、視聴者の皆様と共に歩みな

がら、無限に広がるエンターテインメントの可能性を追求し、国際都市・東京が放つ熱狂を

世界へ届けて参ります。 

 

会社名：東京メトロポリタンテレビジョン株式会社 

代表者：代表取締役社⻑ 佐藤 真紀 

所在地：東京都千代田区麹町 1-12 

Web サイト：https://s.mxtv.jp/ 

 

 

■ 本件に関するお問い合わせ 

株式会社 FIXER 経営企画担当 

E-mail：ir@fixer.co.jp 

東京メトロポリタンテレビジョン株式会社 編成局 編成部   

E-mail：koho@mxtv.co.jp 

 

 

https://www.fixer.co.jp/
https://s.mxtv.jp/


 

   

 

※Microsoft、Azure は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標

または商標です。 

※その他記載の会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 

※記載の内容、製品、仕様、問い合わせ先およびその他の情報は、発表日時点のものです。こ

れらの情報は予告なしに変更される場合があります。 


